
 

高速道路管理業務の成果（アウトカム指標一覧） 

アウトカム指標とは、ご利用いただくお客さまの視点に立って、高速道路の利便性や安全性等の成果を分かりやすく示すための指標です。この指標も参考に事業

の成果を評価し、高速道路の適切な管理に努めています。本報告においても、平成２８、２９年度事業の実績を示すとともに平成３０年度の目標値や平成３３年度ま

での中期目標値を示しています。なお、中期目標値については、新たに会社の中期経営計画を策定した際には見直す場合があります。 
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アウトカム指標の取組み 

会社が取り組んでいる主なアウトカム指標は以下の３５項目です。 
 

１．総合顧客満足度 
２．年間利用台数 
３．本線渋滞損失時間 
４．ピンポイント渋滞対策実施箇所 
５．路上工事による渋滞損失時間 
６．交通規制時間 
７．通行止め時間 
８．ＥＴＣ２．０利用率 
９．企画割引 販売件数 
１０．企画割引 実施件数 
１１．死傷事故率 
１２．車限令違反取締 取締実施回数 
１３．車限令違反取締 引き込み台数 
１４．車限令違反取締 措置命令件数 
１５．車限令違反取締 即時告発件数 
１６．逆走事故件数 
１７．逆走事案件数 
１８．人等の立入事案件数 
１９．ガソリンスタンドの空白区間 
２０．快適走行路面率 
２１．橋梁の点検率 
２２．修繕着手済橋梁数 
２３．トンネルの点検率 
２４．修繕着手済トンネル数 
２５．道路附属物等の点検率 
２６．修繕着手済道路附属物等数 
２７．橋梁の耐震補強完了率 
２８．一般道からＳＡ等への歩行者出入口設置数 
２９．占用件数 
３０．道路占用による収入 
３１．入札占用件数 
３２．ＳＡ・ＰＡの地元利用日数 
３３．インセンティブ助成 認定件数 
３４．インセンティブ助成 交付件数 
３５．インセンティブ助成 交付額 

 
各アウトカム指標の具体的な取組みについて報告します。  
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１．総合顧客満足度 

お客さまの声を維持管理業務に反映するために、ＣＳ調査を毎年実施する等により、維持管理の課題

を把握し、対策を行うこと等により、お客さま満足度の向上に努めています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】総合顧客満足度 

〔単位：ポイント〕 

 

CS 調査等で把握する維持管理に関するお客さまの満足

度（５段階評価） 

 

 

平成２８年度 

実績値 
３．６ 

平成２９年度 

実績値 
３．６ 

平成３０年度 

目標値 
３．６ 

中期目標値 ３．６ 

 

（１）平成２９年度の取組み 

総合顧客満足度は、平成１７年度より継続して実施しており、平成２８年度には、設問の内容や構成等

を従前の調査から変更した新たな調査方法により実施し、平成２９年度は３．６ポイントとなりました。平成

２８年度と比較すると、保全ＣＳ、安全性、走行信頼性、情報関連、休憩施設、料金施設のすべての項目

について上昇する傾向となり、「高速道路の安全性向上と機能強化の不断の取組み」等の高速道路に関

わる当社グループの取組みが、お客さまから一定の評価を頂いているものと考えています。 

 

 

■総合顧客満足度の推移 

 保全ＣＳ・安全性・走行信頼性・情報関連・休憩施設・料金施設のすべての項目において、前

年度より向上。 

 最も上昇したものは、「休憩施設」で、０．１３ポイント向上。 
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  ■安全性に関する顧客満足度の推移 

 乗り心地、雨天時走りやすさ、冬季走りやすさ、照明（ＴＮ）の安全性に関する項目において、

平成２８年度から顧客満足度が向上。 

 
 

 ■走行信頼性に関する顧客満足度の推移 

 走行信頼性に関するすべての項目において、平成２８年度から顧客満足度が向上。 

 

 

 ■情報関連に関する顧客満足度の推移 

 情報関連に関する全ての項目において、平成２８年度から顧客満足度が向上。 
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■休憩施設関連に関する顧客満足度の推移 

 休憩施設関連に関する全ての項目において、平成２８年度から顧客満足度が向上。 

 特にトイレの使いやすさについては、全項目の中で最も高い顧客満足度３．８６。 

 

 

 

■料金施設に関する顧客満足度の推移 

 料金施設関連に関する全ての項目において、平成２８年度から顧客満足度が向上。 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、お客さまの声をサービスに反映するなど更なる向上を目指します。 

具体的には、顧客満足度調査を実施し、お客さまのニーズと当社に対する評価を把握しながら、顧客

満足度の向上に努めてまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

高速道路リニューアルプロジェクトの本格的な展開等に伴う工事規制の増加が想定される一方で、

工事規制に伴うお客さまへご迷惑を最小限とする取組みとともに、安全性向上と機能強化の不断の

取組みや地域活性化への貢献に資するあらゆる施策を推進してまいります。 
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また、これらの取組み状況を広く丁寧にご説明しながら、引き続きお客さま満足を向上させていくこ

とを目指すこととし、顧客満足度は過年度実績を踏まえ、３．６ポイントを以上となることを目標として

設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標設定の考え方と同様、顧客満足度は過年度実績を踏まえ、３．６ポイントを以上となるこ

とを目標として設定しています。 
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２．年間利用台数 

ETCを活用した時間帯割引やETCマイレージサービスなどの割引サービスを継続して実施いたします。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】年間利用台数 

〔単位：百万台〕 

支払料金所における年間の利用台数 

平成２８年度 

実績値 
７０６ 

平成２９年度 

実績値 
７１０ 

平成３０年度 

目標値 
７１０ 

中期目標値 ７１５ 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度は景気の緩やかな回復基調の下、大型車利用の増加傾向が続いたことから、年間利

用台数は前年を上回りました。 

（２）今後の取組み 

引き続き、多様な料金サービスの提供の取組みにより、更なる高速道路の利用促進を図ります。 

 

■中期目標設定の考え方 

協定上の計画交通量を基本とし、Ｈ２９年度の実績を踏まえて目標値を設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

高速道路ネットワークの機能強化や料金サービスを提供していくことにより、前年度実績以上の利

用台数を目標として設定しています。 
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３．本線渋滞損失時間、４．ピンポイント渋滞対策実施箇所 

日本の物流の大動脈を担う東名・名神をはじめとする管内の高速道路の定時性を向上させ、信頼度の

高いサービスをお客さまに提供するため、以下の取組みを実施しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】本線渋滞損失時間※１ 

〔単位：万台・時/年〕 

本線渋滞が発生することによる 

お客さまの年間損失時間 

平成２８年度 

実績値 
１，０４０ 

平成２９年度 

実績値 
１，２４２ 

平成３０年度 

目標値 
１，２２２ 

中期目標値 １，０９１ 

【アウトカム指標】 

ピンポイント渋滞対策実

施箇所※２ 

〔単位：箇所〕 

ピンポイント渋滞対策を

実施している箇所数 

新規着手箇所数 平成２８年度 

実績値 
３ 

平成２９年度 

実績値 
２ 

平成３０年度 

目標値 
１ 

中期目標値 ４（累積値） 

対策実施箇所数 平成２８年度 

実績値 
６ 

平成２９年度 

実績値 
７ 

完了箇所数 

【H27 以降の累計値】 

平成２８年度 

実績値 
３ 

平成２９年度 

実績値 
６ 

※１ 本線渋滞損失時間とは、渋滞がなく通常の速度で走行した所要時間に対し、渋滞した結果のろのろ

とした速度で走行した所要時間との差分を渋滞に巻き込まれた総台数分に換算した時間。暦年デ

ータによる集計。 
※２ 渋滞対策に関する会議（他の道路管理者や警察等を構成員に含む協議会、ＷＧ等）において、デー

タを用いて渋滞要因の分析し、具体的な対策を公表している箇所。ただし、ネットワーク整備及びそ

の一連の事業は除く。上下線別に対策を実施している場合、各１箇所の計２箇所としてカウントしてい

る。着手の基準日は、具体の渋滞対策案を公表した会議開催日としている。 
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（１）平成２９年度の取組み 

ピンポイント渋滞対策を新たに２箇所（圏央道八王子 JCT 外回り・内回り）において着手しました。また、

東名阪㊤四日市 IC 付近の対策を完了させる等により渋滞対策を推進しました。 

しかしながら、平成 29 年度は交通量の増加に伴い、渋滞損失時間は増加し、特に交通混雑期間に交

通が集中したことにより、主に交通集中による渋滞損失時間が増加しました。 

【渋滞の要因別発生状況の推移（暦年）】 

 

■ピンポイント渋滞対策の実施状況 

ビッグデータ等を活用して渋滞の原因や発生個所を特定することで、早期に対策の効果を発現さ

せることを目的としたピンポイント渋滞対策を以下のとおり実施しています。 

番号 対策箇所 対策内容 状況 

1 
東名㊤  

大和トンネル付近 

付加車線の設置（約 4km） 実施中 

2 
東名㊦  

大和トンネル付近 

付加車線の設置（約 5.5km） 実施中 

3 
中央道㊤  

調布地区 

既存の道路幅員を活用した付加車線の設置 

（約 3km） 

Ｈ２７.１２完了 

4 
中央道㊤  

小仏トンネル付近 

別線トンネル（約 3.5km）と既存道路用地を活用

した付加車線の設置（約 1.5km） 

実施中 

5 
圏央道  

海老名ＪＣＴ 外回り 

既存の道路幅員を活用した付加車線の設置 

（約 0.4km） 

Ｈ２７.１０完了 

6 
圏央道  

海老名ＪＣＴ 内回り 

既存の道路幅員を活用した付加車線の設置 

（約 4km） 

Ｈ２８.７完了 

7 
中央道㊦  

相模湖付近 

付加車線の設置（約 2km） 実施中 

8 
東名阪㊤  

四日市ＩＣ付近 

既存の道路幅員を活用した付加車線の設置

（約 8km） 

Ｈ２９.７完了 

9 
圏央道  

八王子ＪＣＴ 外回り 

車線運用の見直し（1→2 車線、約 1km） Ｈ２９新規着手 

Ｈ２９.１２完了 

10 
圏央道  

八王子ＪＣＴ 内回り 

車線運用の見直し（1→2 車線、約 1km） Ｈ２９新規着手 

Ｈ２９.１２完了 
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＜圏央道 八王子ＪＣＴ 外回り・内回りの渋滞対策（車線運用の見直し）＞ 

圏央道八王子ＪＣＴ（外回り・内回り）本線部において、平成２９年１２月より１車線から２車線

に車線運用を見直し、渋滞削減を図りました。 

（対策の概要） 

 

＜東名阪㊤ 四日市ＩＣ付近の渋滞対策（暫定３車線運用）＞ 

東名阪㊤ 四日市ＩＣ付近において、平成２９年７月より既存の道路幅員を活用した車線運用

の見直し（暫定３車線運用）を行い、渋滞削減を図りました。 

  （対策の概要） 
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（対策の効果） 

今回の対策により、交通量は昨年比で１％増加しましたが、渋滞の回数が約２割減少、渋滞

の時間が約３割減少しました。 

 

■その他の対策 

繁忙期における交通分散対策の実施（簡易ＬＥＤ標識による速度回復情報の提供、渋滞予測ガイド

の配布、利用時間分散のためのＴＤＭ※の実施や、集中工事等による工事の集約化や規制時間帯の

厳選などの対応により、渋滞の削減に努めています。なお、平成２９年度から地域の交通特性を熟知

した「高速道路ドライブアドバイザー」による交通混雑期における渋滞回避のポイント紹介など、よりきめ

細やかな情報発信を行っています。 

  ※ ＴＤＭとは自動車利用者の行動を変えることにより、渋滞をはじめとする交通問題を解決する手法。 

交通通需要マネジメント（Ｔｒａｆｆｉｃ Ｄｅｍａｎｄ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ） 

（２）今後の取組み 

引き続き、効率的かつ効果的な渋滞対策を行っていきます。 

具体的には、渋滞の要因分析、対策案の検討、関係機関協議を行い、渋滞対策を推進してまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

 本線渋滞損失時間 

平成３０年度以降は、リニューアル工事など大規模な工事規制を必要とする工事が増加する

ことが見込まれていますが、お客さまへのご迷惑を最小限とする取組みを行うとともに、引き続き

渋滞対策を推進することで、前年度実績値以下を目指すものとして目標を設定しました。 

 ピンポイント渋滞対策 

渋滞の要因分析、対策案の検討、関係機関協議を行い、年間１箇所の新規着手を目指すも

のとして、平成３０年度から平成３３年度までの累積値を目標値として設定しました。 
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■平成３０年度の目標設定の考え方 

 本線渋滞損失時間 

平成３０年度は、リニューアル工事など大規模な工事規制を必要とする工事が増加すること

が見込まれていますが、お客さまへのご迷惑を最小限とする取組みを行うことで、前年度実績

値以下を目指すものとして目標を設定しました。 

 ピンポイント渋滞対策 

渋滞の要因分析、対策案の検討、関係機関協議を行い、年間１箇所の新規着手を目指すも

のとして目標を設定しました。 

 

■平成３０年度以降の渋滞に係る取組み 

 ネットワーク整備による交通分散（近年に開通を予定する区間の例示） 

・新東名(厚木南ＩＣ～伊勢原ＪＣＴ) 【平成３０年度完成目標】 

・新名神(新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ) 【平成３０年度完成目標】 

・新東名(伊勢原ＪＣＴ～伊勢原北ＩＣ) 【平成３１年度完成目標】 

・新東名(伊勢原北ＩＣ～御殿場ＪＣＴ) 【平成３２年度完成目標】 

 付加車線の設置 

・東名㊤㊦大和トンネル付近 【東京オリンピックまでに完成を目標】 

・中央道㊤小仏トンネル付近  

・中央道㊦相模湖付近  

 ＴＤＭの実施（料金等施策及び情報提供）        【平成１９年度から継続】 

 ６ヶ月先までの渋滞予測情報提供            【平成１９年度から継続】 
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５．路上工事による渋滞損失時間、６．交通規制時間 

路上工事の実施に伴う渋滞によるお客さまへのご迷惑を最小限とするために、きめ細かな情報提供、

工事の厳選・集約化や車線運用の工夫、工事における新技術の採用などに取り組みます。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】路上工事による渋滞損失時間 

〔単位：万台・時〕 

路上工事に起因する渋滞が発生したことによる 

利用者の年間損失時間※１ 

 

平成２８年度 

実績値 
１７３ 

平成２９年度 

実績値 
２０７ 

平成３０年度 

目標値 
２０７ 

中期目標値 ２０７ 

【アウトカム指標】路上工事時間 

〔単位：時間/km〕 

道路１ｋｍあたりの路上作業に伴う年間の交通規制時間 

 

下段の（ ）内は、集中工事等を除いた数値※２ 

平成２８年度 

実績値 

８６ 

（７９） 

平成２９年度 

実績値 

９９ 

（９２） 

平成３０年度 

目標値 
９９ 

中期目標値 １０２ 

※１ 暦年データによる集計としています。 

※２ 集中工事等を除いた路上工事時間とは、お客様が迂回や時間・日程調整など回避行動をとることが        

できるよう、区間・期間を事前に広く広報した上で行う工事を除いた路上工事時間です。 

（１）平成２９年度の取組み 

きめ細かな情報提供、工事の厳選・集約化や車線運用の工夫などに積極的に取組んだものの、リニュ

ーアルプロジェクトや舗装改良工事などの事業量の増加に伴い、路上工事時間は平成２８年度と比較し、

１３時間/㎞・年の増加となりました。 

一方で、平成２９年度冬季に実施した東名リニューアル工事では、移動式防護柵を活用した対面通行

規制を実施し、対面通行規制の準備・撤去作業にかかる交通規制・渋滞の削減に努めました。 

また、６月と１１月に実施した伊勢湾岸道道路の橋梁補修工事では、昼夜連続で常時３車線のうち２車

線を車線規制する計画に対し、昼間時間帯では２車線を確保する車線運用に見直すことにより、昼間時

間帯の渋滞の削減に努めました。 
  

18



 

■工事による車線規制時間と路上工事時間の推移 

 
車線規制時間 

（時間） 

総路線延長 

（㎞） 

路上工事時間 

(h/km 年) 

平成２８年度 
176,035 

（161,805） 
2,052 

86 

（79） 

平成２９年度 
204,707 

（190,029） 
2,067 

99 

（92） 

増 減 
＋28,672 

（＋28,224） 
15 

＋13 

（＋13） 

※総路線延長は、全国路線網（一の路線を除く）の延長 
※下段は、集中工事等を除いた集計値 

 

 ＜前年度からの車線規制時間の主な増減理由＞ 

項   目 
規制時間の増減 

（時間） 

ｱｳﾄｶﾑの増減 

(h/km 年) 

リニューアル工事の増加によるもの +18,443 +8 

舗装改良工事等の補修工事の増加によるもの +6,213 +3 

点検・植栽作業等の維持作業の増加によるもの +6,115 +3 

一昨年度の中部横断道の開通前準備工事がなかったこ

とによるもの 
-2,159 -1 

その他 +60 +0 

計 +28,672 +13 

 

■東名リニューアル工事における取り組み 

交通量が多い東名高速道路での対面通行規制を実施するにあたり、車両の中央分離帯突破など

による重大事故を防止するため、工事中の仮設中央分離帯にコンクリート製防護柵を設置しました。

従前のコンクリ―ト製防護柵の設置・撤去作業に伴う交通規制を削減するため、移動式防護柵を採

用しました。 
 

従前のコンクリート製防護柵

設置に要する規制日数 

移動式防護柵 

設置に要する規制日数 
短縮日数 

規制設置 43 日 20 日 ▲23 日 

規制撤去 34 日 16 日 ▲18 日 

計 77 日 36 日 ▲41 日 
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■伊勢湾岸道路における取り組み 

伊勢湾岸道路における伸縮装置取替などの橋梁補修工事の際に、常時３車線のうち２車線を車

線規制する計画に対して、車線運用を工夫すること（車線を一時的に路肩へ移動させること）で、昼

間時間帯にでは、常時２車線を確保することが可能となり、昼間時間帯における渋滞の削減に努め

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、お客様への影響が最小限となるように、きめ細かな情報提供、工事の厳選・集約化や車線

運用の工夫などに積極的に取組んでまいります。 

また今後、リニューアル工事や耐震対策工事がますます本格化することで、工事の拡大が予定される

ことから、更に新技術・新工法の導入を図るなど、取組みの強化を進めてまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

 路上工事による渋滞損失時間 

平成３０年度以降は、リニューアル工事など大規模な工事規制を必要とする工事が増加すること

が見込まれていますが、お客さまへのご迷惑を最小限とする取り組みを進めることで、前年度実績値

以下を目指すものとして目標を設定しました。 

 

 交通規制時間 

平成３０年度以降の工事規制計画をもとに、工事の厳選・集約化などの取組み等を踏まえ、目標

【移動式防護柵切替車両による防護柵移動状況】 【対面通行規制準備状況】 

【伊勢湾岸道路における車線運用状況】 

2.5m 1.25m3.5m3.75m3.5m

14.5m

0.75m 3.25m 3.25m
工事規制範囲

7.25m
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を設定しました。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

 路上工事による渋滞損失時間 

平成３０年度は、リニューアル工事など大規模な工事規制を必要とする工事が増加することが見

込まれていますが、お客さまへのご迷惑を最小限とする取り組みを進めることで、前年度実績値以下

を目指すものとして目標を設定しました。 

 

 交通規制時間 

平成３０年度以降の工事規制計画をもとに、工事の厳選・集約化などの取組み等を踏まえ、目標

を設定しました。 
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７．通行止め時間 

日本の東西基幹交通を担う大動脈である東名・名神をはじめ、沿線地域の皆さまの生活を支える高速

道路の交通の確保に努めています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】通行止め時間（※） 

〔単位：時間〕 

雨、雪、事故、工事等に伴う年間の平均通行止め時間 

平成２８年度 

実績値 
１５ 

平成２９年度 

実績値 
２６ 

平成３０年度 

目標値 
２６ 

中期目標値 ２６ 

※上下線別の通行止め時間に距離を乗じた年間のべ時間・距離を営業延長で除算したもの 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度は、夏季における大型台風による大雨や冬季における大雪の影響により、災害・悪天候に

よる通行止めが昨年度と比較し大幅に増加しました。また、工事に伴う通行止めは新東名やスマートイン

ターチェンジ建設工事及び暫定２車線区間の安全対策工事を実施した結果、昨年度と同程度となりまし

た。 

 
【通行止めの要因別発生状況の推移】 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、工事による通行止めを必要最小限に留める等、通行止め時間の減少に努めます。 

具体的には、工事の厳選・集約化、施工計画、規制方法の工夫等により、お客さまへのご迷惑を最小

限とする取組みを進めるとともに、過年度の雪氷対策の知見、課題等を踏まえた対応を進めてまいります。 
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■中期目標の設定の考え方 

天候や事故等の影響が少なからず想定されますが、お客さまの利便性向上のため、過去５年の

実績を踏まえ、目標を設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

天候や事故等の影響が少なからず想定されますが、お客さまの利便性向上のため、前年度実績を下

回ることを目指すこととして、目標を設定しています。 
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８．ＥＴＣ２．０利用率 

「ＥＴＣ２．０」は、高速道路通行料金の支払いだけではなく、渋滞回避や安全運転支援など、ドライバー

にとって有益な運転支援サービスを提供しており、関係機関とともにＥＴＣ２．０車載器の普及支援に取り

組んでいます。 

また、ＥＴＣ２．０サービスを活用して道路管理・渋滞情報の高度化を目指し、安全運転支援技術の開

発や混雑を緩和するための政策的な料金について関係機関と連携し検討を進めています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】ＥＴＣ２．０利用率 

〔単位：％〕 

全通行台数（総人口交通量）に占める 

ＥＴＣ２．０利用台数 

平成２８年度 

実績値 
１２．９％ 

平成２９年度 

実績値 
１６．６％ 

平成３０年度 

目標値 
１９．４％ 

中期目標値 ２８．１％ 

      ※平成２８年度実績は平成２９年３月時点、平成２９年度実績は平成３０年３月時点の値。 

      ※平成３０年度目標は平成３１年３月時点、中期目標値は平成３４年３月時点の値。 

（１）平成２９年度の取組み 

ＥＴＣ２．０普及促進に向け、ＥＴＣ２．０を対象とした高速道路通行料金割引や車載器購入助成及び

普及促進イベント等の広報活動を実施しました。 

これらの取組みにより、ＥＴＣ２．０の利用率も増加傾向となっています。特に大型車の利用率について

は、ＥＴＣ２．０通行料金割引や車載器購入助成の影響を大きく受け、平成２８年度４月時点と比べて大

幅な増加傾向となっています。 
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【ＥＴＣ２．０利用率の推移（当社管内）】 

 

 

 

【車種別ＥＴＣ２．０利用率の推移（当社管内）】 
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 ■高速道路通行料金割引 

 ＥＴＣ２．０割引【圏央道（茅ヶ崎ＪＣＴ～海老名南ＪＣＴ、海老名～木更津ＪＣＴ）、新湘南

ＢＰ（茅ヶ崎ＪＣＴ～藤沢）】 

 大口・多頻度割引のＥＴＣ２．０搭載車両対象割引率１０％拡充（Ｈ28.4.1～Ｈ31.3.31） 

  

 ■車載器購入助成 

 首都圏ＥＴＣ２．０車載器導入助成【現金車対策：約 6.5 万台限定（Ｈ28.3.10～Ｈ

29.9.30】 

 二輪車ＥＴＣ車載器購入助成【約 7.9 万台（Ｈ28.4.28～Ｈ28.8.31）】 

  

 ■ＥＴＣ２．０普及促進イベントの実施 

ＥＴＣ２．０の普及促進を目的としたイベントを実施するとともに、ＥＴＣ２．０サービスが体験できるド

ライビングシミュレーターを活用しました。 

 あいちＩＴＳワールド２０１７（Ｈ29.11.23～Ｈ29.11.26） 

 ＥＴＣ/ＥＴＣ２．０普及・利用促進イベント（刈谷ハイウェイオアシス）（Ｈ30.3.10～Ｈ

30.3.11）】 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、普及促進に向けて広報活動等を実施します。 

また、ＥＴＣ２．０情報提供サービスの改善等に向けて検討を行ってまいります。 

 

■中期目標値の目標設定の考え方 

昨年度のＥＴＣ２．０利用率の推移を確認の上、ＥＴＣ２．０普及促進の取り組みを実施していくこと

を踏まえ、利用率の目標設定をしております。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

昨年度のＥＴＣ２．０利用率の推移を確認の上、平成３０年度もＥＴＣ２．０を対象とした高速道路

通行料金割引やＥＴＣ２．０普及促進イベント等の広報活動等を取り組んでいくことにより、前年度実

績以上の利用率を目標としております。 
  

【あいちＩＴＳワールド２０１７】 【普及・利用促進イベント（刈谷ハイウェイオアシス）】 
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９．企画割引 販売件数、１０．企画割引 実施件数 

各種企画割引の充実などにより、お客さまがご利用しやすい多様な料金サービスの提供に努めていま

す。 

 

■アウトカム指標 

 

企画割引 【アウトカム指標】販売件数 

〔単位：千件〕 

地域振興や観光振興を目的とした企画割引等

の販売件数 

平成２８年度 

実績値 
３３ 

平成２９年度 

実績値 
８０ 

平成３０年度 

目標値 
８１ 

中期目標値 
３３０ 

（累積値） 

【アウトカム指標】実施件数 

〔単位：件〕 

地域振興や観光振興を目的とした企画割引等

の実施件数 

※（ ）については、観光振興や地域活性化を一

層推進するため、複数の企画割引を合算した後

の件数を示している。 

平成２８年度 

実績値 

１２ 

（９） 

平成２９年度 

実績値 
（１４） 

平成３０年度 

目標値 
（１２） 

中期目標値 
（４８） 

（累積値） 

 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度は、自治体や旅行会社等と連携して、地域の観光シーズンなどに高速道路の料金がお

得になる企画割引を実施したほか、高速道路の特定区間乗り放題（周遊パス）と観光施設入園券や食

事などをセットにした「地域・観光施設提携型ドライブプラン」を平成２９年６月から本格的に開始し、４３

プランを販売しました。これらの各種企画割引について、広報や観光プロモーションの強化に取り組んだ

ことや、訪日外国人旅行者を対象にしたプランの拡充、新たに二輪車を対象にしたプランを実施したこ

とにより、販売件数・実施件数が増加しました。 

 

■平成２９年度に実施した企画割引 

 高速道路周遊単独型ドライブプラン 

※周遊パスのみを提供したドライブプラン 

ＮＯ 名称 実施期間 

1 Central Nippon Expressway Pass（CEP） 通年 
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2 Japan Expressway Pass 2017 Ｈ29.10.13～Ｈ30.3.31 

3 Kansai Expressway Pass Ｈ29.10.25～Ｈ29.12.17 

4 速旅 ふじのくに歴史めぐりドライブプラン Ｈ28.11.1～Ｈ29.12.22 

5 信州歴史めぐりフリーパス H28.10.28～H29.4.28 

6 信州めぐりフリーパス H29.5.12～H29.11.27 

7 速旅 福井ドライブプラン Ｈ29.3.1～Ｈ29.11.30 

8 速旅 飛騨・富山ドライブプラン Ｈ29.7.1～Ｈ29.11.30 

9 速旅 みえ旅ドライブプラン Ｈ29.4.1～Ｈ30.3.31 

10 速旅 快走Ｇ（ギフ）割！岐阜県周遊ドライブプラン Ｈ29.7.1～Ｈ29.11.30 

11 速旅 やまなしドライブプラン Ｈ29.7.1～Ｈ30.3.31 

12 京都・若狭路・びわ湖ぐるっとドライブキャンペーン 2017 Ｈ29.7.1～Ｈ29.11.30 

13 首都圏ツーリングプラン Ｈ29.7.14～Ｈ29.11.30 

 

 宿泊提携型ドライブプラン 

※周遊パスと旅行会社が提供する宿泊（場合によってはレンタカー、鉄道、航空）とセットしたドライブプラン 

ＮＯ 名称 実施期間 

14 ドラ旅パック（JTB と提携） Ｈ29.4.1～Ｈ30.3.31 

ドライブパック（日本旅行と提携） Ｈ29.7.7～Ｈ30.3.31 

 

 地域・観光施設提携型ドライブプラン 

※周遊パスと観光施設入園券、食事等をセットしたドライブプラン 

観光施設、観光協会などの団体と提携し、４３のプランを実施しました。実施件数は、地域や

テーマにより上記企画割引に含めて計上しています。 
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■新規に実施した施策（広報・プロモーション強化） 

 地域・観光施設提携型ドライブプランを平成 29 年 6 月から本格的に開始 

 広報・プロモーション強化として、提携観光施設などの広報媒体による積極的な広報展開やＳ

ＮＳを活用した広報（Google リマーケティング広告など）を実施 

 提携先のイオンクレジットサービス(株)と連携し、新たな利用促進策としてイオンＮＥＸＣＯ中日

本カードポイント付与キャンペーンを実施（地域・観光施設提携型ドライブプラン） 

 新たに日本旅行㈱と提携したプランを実施（宿泊提携型ドライブプラン） 

 訪日外国人旅行者を対象に、新たに全国版の「Japan Expressway Pass」を開始 

 訪日外国人旅行者を対象とした、地域版の「Central Nippon Expressway Pass」の取扱店舗

を拡大 （関西国際空港での取扱いを開始、関東・中部及び近畿エリアで取扱店舗を追加） 

 ＥＴＣ二輪車を対象に、新たに「首都圏ツーリングプラン」を実施 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、お客さまが利用しやすい企画割引の提供に努めます。 

 

■中期目標設定の考え方 

特異年を除く過去３年間の平均値を原則として前年度実績を上回ることとし、平成３０年度から平

成３３年度までの累積値を目標値として設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

特異年を除く過去３年間の平均値を原則として前年度実績を上回ることとし、「地域・観光施設提

携型ドライブプラン」を拡充し、販売件数の増加を図っていくこととして目標を設定しています。 
  

【ＣＥＰ】 【みえ旅ドライブプラン】 【地域・観光施設提携型】

【地域・観光施設提携型（冬版）】
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１１．死傷事故率 

死傷事故の削減を図るための交通安全対策の実施などにより事故の防止に努めており、下記指標によ

り、目標を設定した上で、各施策に取り組んでいます。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】死傷事故率※１ 

〔単位：件／億台キロ〕 

 

自動車走行車両１億台キロあたりの 

死傷事故件数 

 

平成２８年度 

実績値 
６．８ 

平成２９年度 

実績値 
６．４ 

平成３０年度 

目標値 
５．７ 

中期目標値 ４．７ 

※１ 死傷事故率とは、営業する全高速道路で発生する１億台㌔（10 台の車が各々100Km 走れば１千台 
㌔）当りの死傷事故件数のことをいう。暦年データによる集計 

 

（１）平成２９年度の取組み 

■平成２９年の事故状況 

当社管内の事故件数は、平成２２年をピークに減少傾向が続いており、平成２９年の死傷事故件

数は１,７８７件、死傷事故率は６．４件／億台キロとなりました。 

 

【死傷事故件数と事故率の推移】 

 

死傷事故発生の要因としては、わき見運転による事故の占める割合が最も高く、事故の形態とし

ては追突事故と衝突事故が大半を占める傾向となっています。 
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① 天候別の件数推移 

 平成２９年は、晴れ・くもり、雨における事故が減少しましたが、雪における事故が増加しました。 

② 渋滞状況別の推移 

 渋滞中における事故は減少したものの、渋滞最後尾における事故が増加しました。 

③ 路肩逸脱事故の推移 

 路肩逸脱事故は昨年同程度でした。 

④ その他 

 二輪関係事故は若干増加しましたが、死亡事故は減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事故の形態】 【事故発生要因】 

【天候別事故】 【渋滞状況別事故】 

【路肩逸脱事故】 【二輪関係事故】 
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■交通安全対策の実施状況 

①高機能舗装の整備 

雨天時の水はねが少なく走行環境を改善させるための高機能舗装化を進めています。 

 

②車線逸脱事故防止対策 

近年増加傾向にある路肩部の停止車両への追突事故防止策として、車線の視認性を高め、

車線逸脱を防止する高輝度レーンマークを整備しています。 

 

③防護柵の改良 

中央分離帯や路外への逸脱を防止するために、防護柵の改良を進めています。 

 

④交通安全啓発活動 

高速道路を安全・快適にご利用いただくため、基本的な交通ルール・運転マナーをはじめ、高

速道路での安全走行をサポートする「セーフティドライブ」、「地震に備えて」、「雪用心」の各冊子

をリニューアルするとともに、交通死亡事故の特徴・傾向を踏まえた安全啓発グッズ（「ポケットテ

ィッシュ」、「マスク」等）を企画・制作し、管内全ての休憩施設への設置、春・秋の全国交通安全

運動及び独自に実施する交通安全キャンペーン（夏・冬）や交通安全セミナー（無料出張講座）

で配布するなど、交通安全啓発活動を積極的に展開しています。 

また、休憩施設内に設置されたマルチインフォメーションボードを活用した動画による交通安

全啓発や、会社ＷＥＢサイトでの広報など、お客さまに幅広く認知していただくための取組みを積

極的に進めています。 

 

⑤ 暫定２車線区間の正面衝突事故防止対策 

       暫定２車線区間の正面衝突事故防止のため、東海環状自動車道、紀勢自動車道、舞鶴若

狭自動車道の一部土工区間にラバーポールに変えてワイヤーロープを設置する検証を行いま

した。その結果、高い飛び出し防止効果を発揮するなど良好な結果が得られたことから、今後３

年間で土工区間（約３０ｋｍ）に展開を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         【密粒舗装と高機能舗装の状況】        【高輝度レーンマークの整備状況】    
  

従来舗装 高機能舗装 
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             【防護柵の改良状況】 

 

  

 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、積極的な安全対策の推進に努めていきます。これまでの取組みに加え、暫定二車線区間の

正面衝突事故防止として土工部における展開に加え、中小橋におけるワイヤーロープの設置、検証に取り

組んでまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

政府は、「第１０次交通安全基本計画」において、平成２７年に６７万人である死傷者数を、平成３２

年には５０万人（２５％削減）とする目標を掲げていることを踏まえ、当社においても、政府目標と同等に

平成２７年の死傷事故件数を５年間で２５％削減することを目指しております。中期目標においても同様

の考えを用いて設定しております。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標設定の考え方と同様に平成２７年の死傷事故件数を５年間で２５％削減を目指しており、こ

れを踏まえて目標を設定しています。 

 

 

【交通安全イベント（ＳＡ・ＰＡ）】 【交通安全啓発グッズ（マスク・ティッシュ）】 【会社 WEB サイト】 
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１２．車限令違反取締 取締実施回数、１３．車限令違反取締 引き込み台数、１４．車限令違

反取締 措置命令件数、１５．車限令違反取締 即時告発件数 

高速道路の構造物の劣化に多大な影響を与えるとともに、交通安全上、重大な事故に繋がる恐れの

ある重量超過など車両制限令に違反する車両に対して、専門の取締り部隊による取締りや、常習違反者

への「講習会」、「大口多頻度割引」の割引停止などを実施し、違反車両の撲滅に取り組んでいます。平

成２７年度からは、違反者に対する「積荷の軽減措置」や刑事告発の実施、自動計測装置の整備箇所拡

大による常時取締りなどの取締り強化策を実施しています。 

 

■アウトカム指標 

 【アウトカム指標】車限令違反車両取締 

〔単位：回、台又は件〕 

高速道路上で実施した 

車限令違反車両取締 
取締実施回数 

平成２８年度 

実績値 
１，０６２ 

平成２９年度 

実績値 
９８２ 

平成３０年度 

目標値 
１，０１５ 

中期目標値 １，０１５ 

引き込み台数 

平成２８年度 

実績値 
１８，５０５ 

平成２９年度 

実績値 
１７，０８４ 

措置命令件数 

平成２８年度 

実績値 
２，２２２ 

平成２９年度 

実績値 
１，８２２ 

即時告発件数 

平成２８年度 

実績値 
１１ 

平成２９年度 

実績値 
２ 

 
  

34



 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度の取締りは、ＩＣ等の違反傾向を分析し、違反車両の多いＩＣについて取締りを強化するなど

効率的な取締りを実施するとともに、違反抑止のための各種施策を実施しています。 

 

■取締りの強化 

 合同取締りの実施 

取締り強化の一環として、並行・接続する他高速道路会社、他道路管理者、警察等関係機関

との合同取締りや同時取締りを実施しました（合同取締結果、引込台数１，８５１台、警告書発行１

３７枚、措置命令書発行４４５枚）。 

 効果的な取締の実施 

取締りにあたっては、過去の違反傾向から取締場所・時間帯を分析することで効率的に実施し

ています。また、車重計が設置されていないインターチェンジ等においても、ポータブル車重計を使

用し広域的な取締を実施しています。 

 

【ポータブル車重計での取締り】 

（圏央道相模原愛川ＩＣ） 

 

【他道路管理者・警察との合同取締り】 

（国道８号 加賀ＩＣ付近） 

【取締実施回数・措置命令件数・取締実施回数の推移】 
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【コードンラインによる取締】 

※コードンライン：高速道路会社と他道路管理者等が近隣で同時に取締りを実施すること。 
 

 

 自動計測装置による取締 

ＩＣ入口や本線等に重量の測定やナンバー読取機能を有する自動計測装置を整備し、重量違

反車両の常時取締を実施しています。 

 

■違反者に対する対応 

 重大な車限令違反車両に対する積荷の軽減措置等 

 平成２７年度より、違反車両に対して高速道路からの退出を命じる措置命令（行政処分）を拡充

するため、従前より実施していた「U ターン」「指定ＩＣ流出」に、重大な違反への「積荷の軽減措置」

「通行の中止」による措置命令を追加し、実施しています。 

 

【重大な車限令違反車両に対する積荷の軽減措置の実施状況】 

 

 悪質な車限令違反車両に対する即時告発の実施 

平成２７年度より、総重量が基準の２倍以上となる悪質な重量違反車両に対して、即時告発を

実施しています。（平成２９年度即時告発実施件数：２件） 

 

 大口・多頻度割引停止措置等における見直し 

平成２９年４月より、高速道路６会社と連携し、車両制限令違反者に対する大口・多頻度割引

停止措置等の見直し・強化を行っています。 

 H２８ 

年度 

H２９ 

年度 

取締実施回数 ３６回 ３８回 

 

他道路管理者による取締り 

高速道路会社による取締り 
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＜講習会参加対象社数および割引停止実施会社数の推移＞ 

 H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28

年度 

H29 

年度 

講習会参加 

対象会社数 
64 社 64 社 59 社 62 社 153 社 

割引停止 

実施会社数 
2 件 0 件 2 件 1 件 5 件 

 【車両制限令違反者への講習会】 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、重量超過等の違反車両の取締りに積極的に取り組んでいきます。 

 

■中期目標設定の考え方 

平成２７年度より、重量超過等の違反抑止のための取締強化を開始しており、同水準程度の取締

回数を維持しながら、効果検証を含め違反状況を注視し、引き続き更なる効率的・効果的な取締を

目指して取り組んでいきます。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標値と同様に、取締強化の開始以降と同水準の取締回数を目標として設定しております。 

 

  

※H29 年 4 月より、車両制限令違反者に対する大口・多頻度割引停止

措置等の見直し・強化を実施 
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１６．逆走事故件数、１７．逆走事案件数 

高速道路の逆走は、逆走以外の高速道路上での事故と比べて死傷事故となる割合が４倍、死亡事故

では４０倍となり、非常に危険な行為です。 

こうした重大事故につながる可能性の高い高速道路での逆走に対し、これまで各種の防止対策を講じ

てきたところですが、依然として逆走が発生している状況を踏まえ、逆走事案を詳細に分析し、その発生

状況や箇所、特徴などを踏まえて対策を実施しています。 

 

 ■アウトカム指標 

【アウトカム指標】逆走事故件数※１ 

〔単位：件〕 

逆走による事故発生件数 

平成２８年度 

実績値 
９ 

平成２９年度 

実績値 
６ 

平成３０年度 

目標値 
４ 

中期目標値※２ ０ 

【アウトカム指標】逆走事案件数※１ 

〔単位：件〕 

交通事故または車両確保に至った逆走事案の件数 

平成２８年度 

実績値 
３３ 

平成２９年度 

実績値 
３２ 

平成３０年度 

目標値 
２６ 

中期目標値 １７ 

※１：暦年データによる集計 
※２：中期目標値の年次は平成３２年度。 

 
 

  

38



 

■当社管内における逆走の状況と特徴 

 平成２９年は、過去５ヵ年で最多であった平成２７年と比較して１５件減少しました。 

 逆走事案の約半数は、インターチェンジで逆走を開始しています。 

 ６５歳以上の高齢者によるものが半数以上を占めています。 

 認知症の疑いの方及び精神障害や飲酒などの状態が原因の約４割を占めています。 

 
  

 

   

 

  

【逆走の発生状況（箇所）】 

〔警察庁の協力を得て高速道路会社が作成〕 

【逆走の年齢割合】 【逆走の発生要因】 
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（１）平成２９年度の取組み 

高速道路の合流部などに路面標示、ラバーポール、矢印標識を設置すること等により、逆走対策を進

めています。 

また、休憩施設などでの呼びかけ等の交通安全啓発活動を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、逆走事故・事案件数の減少を目指し、更なる逆走対策を実施していきます。 

具体的には、逆走の原因の検証を深めた上で対策を講じるとともに、更なる逆走対策の技術開発や交

通安全啓発活動を実施し、平成３２年までに「高速道路での逆走事故をゼロに」を目指してまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

①逆走事故件数 

平成３２年までに「高速道路での逆走事故をゼロに」を目指し、目標を設定しております。 

②逆走事案件数 

逆走防止対策や交通安全啓発活動を実施することで、事案のうち、健常者による逆走事案件

数を毎年減少させることを目標として設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

①逆走事故件数 

平成３２年までに「高速道路での逆走事故をゼロに」を目指し、毎年逆走事故件数を減少させる

ことを目標として設定しています。 

②逆走事案件数 

逆走防止対策や交通安全啓発活動を実施することで、前年度実績値より逆走事案件数を

減少させることを目標として設定しています。 

ラバーポール 高輝度矢印板 大型矢印路面標示 

【逆走対策の対策事例】 
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１８．人等の立入事案件数 

高速道路等の自動車専用道路への人や自転車等の立入りは、第三者を巻き込む悲惨な事故につな

がる恐れがあるため、その対策に取り組んでいます。人等の立入形態及びその要因の分析を踏まえて、

警察など関係機関と連携を図りながら対策を検討・実施しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】人等の立入事案件数 

〔単位：件〕 

歩行者、自転車、原動機付自転車等が高速道路に立入り、

保護した事案の件数 

平成２８年度 

実績値 
８３３ 

平成２９年度 

実績値 
８８８ 

平成３０年度 

目標値 
８８８ 

中期目標値 ８０９ 

 

■当社管内における高速道路への人等の立入状況と特徴 

 人等の立入事案件数は、平成 29 年度に 888 件発生し、そのうち事故に至ったものは 2 件でし

た。 

 立入事案のうち、20 代の原動機付自転車による立入事案が多く発生しているほか、道間違い

や誤進入により立入りに至る事案も多く、60 代以上の層では認知症や精神障害による比率が高

くなる傾向があります。 

 一般道から直結するＩＣ入口等での立入が多く、特定の箇所に集中する傾向があります。特に、

都市部の幹線道路と接続している IC で多く発生するなど、地域特性が表れる傾向があります。

昨年度は、西湘 BP 等で原付の確保件数が増加したこと等により、全体では昨年度比 55 件増

となりました。 

 

  

 

【年代別 手段別 立入事案件数内訳（件） ※年代が判明した 667 件を対象に集計】 
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■当社管内における立入事案が多く発生している箇所（件数が多い３箇所） 

路線名称 施設名称 件数 

西湘バイパス 西湘二宮ＩＣ 53 

西湘バイパス 箱根口ＩＣ 30 

新湘南バイパス 藤沢ＩＣ 30 

 

 

 

 

【平成２９年度 年代別 形態別 立入事案件数内訳（件） ※年代が判明した 667 件を対象に集計】 
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（１）平成２９年度の取組み 

 インターチェンジ、休憩施設出入口部への看板、路面シール等の設置による立入禁止の明示 

 スマートインターチェンジ入口部への人感センサー設置による無人インターチェンジでの立入防

止対策の実施 

自治体や警察等と連携したポスターやリーフレット等の掲示、配布による注意喚起の実施 

   

（２）今後の取組み 

引き続き、要因を分析し、事案件数の減少を目指します。 

具体的には、物理的な立入防止対策や啓発活動により、道間違い・誤進入による立入事案が抑制さ

れた一方で、原因不明の事案等が増加していることなどから、更なる要因分析、調査及び対策を検討を

検討し、事案（件数）の減少を目指します。 

 

■中期目標設定の考え方 

人等の立入事案が多い箇所への対策および啓発活動を実施し、事案件数の削減を目指し目標

を設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

人等の立入事案が多い箇所への対策方法の検討および啓発活動を実施し、前年度実績値を下

回ることを目標として設定しています。 

  

【リーフレット】【看板、路面シール】 【人感センサー】 
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１９．ガソリンスタンド空白区間 

高速道路上での燃料切れ防止、お客さまの利便性向上のために、ガソリンスタンドの空白区間を解消

する取組みを実施しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】ガソリンスタンドの

空白区間 

〔単位：区間〕 

 

隣接するガソリンスタンド間が 

１００km を超える区間数 

（※１※２※３） 

下段の（ ）内はうち会社を跨ぐ空白

区間数 

150km 超区間 平成２８年度 

実績値 

４ 

（４） 

平成２９年度 

実績値 

０ 

（０） 

100km 超区間 平成２８年度 

実績値 

８ 

（４） 

平成２９年度 

実績値 

４ 

（０） 

※１ 区間数は、方向（上下線別）にそれぞれ算出 
※２ 中日本高速道路㈱と西日本高速道路㈱に跨る区間は 100 ㎞超及び 150 ㎞超で 4 箇所存在する。 
※３ ガソリンスタンドの空白区間が 150 ㎞超の区間については、平成 29 年度までにゼロとすることを目標と 

している。 
 

■ガソリンスタンド空白区間の状況（Ｈ２８年度末時点） 

番号 空白区間 150km 超区間 100km 超区間 備考 

1 
北陸道 南条 SA  

→ 舞鶴若狭道 西紀 SA 
○ ○ 

ＮＥＸＣＯ西日本管

内に跨る 

2 
舞鶴若狭道 西紀 SA  

→ 北陸道 南条 SA 
○ ○ 

ＮＥＸＣＯ西日本管

内に跨る 

3 
北陸道 賤ヶ岳 SA  

→ 舞鶴若狭道 西紀 SA 
○ ○ 

ＮＥＸＣＯ西日本管

内に跨る 

4 
舞鶴若狭道 西紀 SA  

→ 北陸道 賤ヶ岳 SA 
○ ○ 

ＮＥＸＣＯ西日本管

内に跨る 

5 
東海環状道 美濃加茂 SA  

→ 東名高速 浜名湖 SA 
－ ○ 

 

6 
東名高速 浜名湖 SA  

→ 東海環状道 美濃加茂 SA 
－ ○ 

 

7 
中央道 恵那峡 SA  

→ 東名高速 浜名湖 SA 
－ ○ 

 

8 
東名高速 浜名湖 SA  

→ 中央道 恵那峡 SA 
－ ○ 
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（１）平成２９年度の取組み 

北陸道 南条ＳＡ ⇔ 舞鶴若狭道 西紀ＳＡ、北陸道 賤ヶ岳ＳＡ ⇔ 舞鶴若狭道 西紀ＳＡの空白

区間を解消するため、舞鶴若狭道小浜ＩＣ（道の駅 若狭おばま）において「一時退出社会実験（ＥＴＣ2.0

限定）」を平成３０年３月より開始しました。 

 

 

【舞鶴若狭道小浜ＩＣにおける一時退出社会実験】 

（２）今後の取組み 

引き続き、１００ｋｍを超える全てのガソリンスタンド空白区間の解消に向けて、路外給油サービス等の

検討・調整を関係機関と協力していきます。 

 

■ガソリンスタンド空白区間の状況（Ｈ２９年度末時点） 

番号 空白区間 150km 超区間 100km 超区間 備考 

1 
東海環状道 美濃加茂 SA  

→ 東名高速 浜名湖 SA 
 ○ 

 

2 
東名高速 浜名湖 SA  

→ 東海環状道 美濃加茂 SA 
 ○ 

 

3 
中央道 恵那峡 SA  

→ 東名高速 浜名湖 SA 
 ○ 

 

4 
東名高速 浜名湖 SA  

→ 中央道 恵那峡 SA 
 ○ 
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２０．快適走行路面率 

安全で快適な走行環境をお客さまにご提供するために、健全な舗装路面の確保に努め、調査・点検の

結果等に基づき、変状を有する路面を計画的に補修・更新しています。 

 

■アウトカム指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度では、路面性状調査や日常点検等において変状が確認された２４２ｋｍ・車線の補修を計

画し、当年度中に新規に発生した変状等を踏まえ、翌年度までに補修目標値に達すると予測される延長

のうち特に優先度が高いと判断した約１８７km・車線及び日常点検等に基づく８８km・車線の補修を実施

しました。 

 

■平成２９年度舗装補修数量 

（単位：ｋｍ・車線） 

年度 資産数量※1 

翌年度までに補修目標値に達すると 

想定される延長 
当該年度 

補修対象 

数量※2 

快適走行 

路面率 
期首 

当年度中に 

新規に発生 
計 

Ｈ２９ ８,３９０ ４８２ ８ ４９０ １８７ ９６％ 

※１ 平成２９年度期首の資産数量。（一の路線は含まない） 

※２ 日常点検等に基づく補修数量は含まない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アウトカム指標】快適走行路面率 

〔単位：％〕 

 

快適に走行できる舗装路面の車線延長比率 

平成２８年度 

実績値 
９７％ 

平成２９年度 

実績値 
９６％ 

平成３０年度 

目標値 
９５％ 

中期目標値 ９５％ 

【舗装補修事例（名神高速道路 関ヶ原ＩＣ～米原 JCT 間）】 
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（２）今後の取組み 

引き続き、計画的に舗装補修を実施していきます。 

具体的には、路面性状調査等を継続して実施するとともに、舗装補修に伴う工事規制に係る関係機関

との協議・調整を計画的に実施し、お客さまへのご迷惑を最小限にする取組みを実施しながら、着実に健

全な舗装路面の確保に努めます。 

 

■中期目標設定の考え方 

路面性状調査結果等により確認した補修対象数量を着実に補修し、快適走行路面率９５％を上

回ることを目標として設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

路面性状調査結果等により確認した補修対象数量を着実に補修し、快適走行路面率９５％を上

回ることを目標として設定しています。 

      （単位：ｋｍ・車線）   

年度 資産数量※1 

要補修数量 当該年度 

補修対象 

数量※２ 

快適走行 

路面率 期首 
当年度中に 

新規に発生※３ 
計 

Ｈ３０ ８,４２１ ４３３ ５０ ４８３ １１８ ９６％ 

※１ 平成３０年度期首の資産数量。（一の路線は含まない）  
※２ 日常点検等に基づく補修数量は含まない 
※３ 過年度の新規の要補修箇所の発生状況より想定 
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２１．橋梁の点検率、２３．トンネルの点検率、２５．道路付属物等の点検率 

道路構造物等の変状を早期に発見し、迅速で適切な措置を行い、長期的に良好な状態を保つための

基本となるのは、道路構造物の点検です。 

日々の巡回により、道路構造物の状態を確認しているほか、平成２６年７月１日に施行された「道路法

施行規則の一部を改正する省令（以下、「省令」といいます。）」、「トンネル等の健全性の診断結果の分

類に関する告示」並びにこれらを反映した保全点検要領に基づき、点検を実施しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】橋梁の点検率 

〔単位：％〕 

省令に基づく点検の実施率【累計】 

平成２８年度 

実績値 
52 

平成２９年度 

実績値 
79 

平成３０年度 

目標値 
100 

【アウトカム指標】トンネルの点検率 

〔単位：％〕 

省令に基づく点検の実施率【累計】 

平成２８年度 

実績値 
57 

平成２９年度 

実績値 
84 

平成３０年度 

目標値 
100 

【アウトカム指標】道路附属物等の点検率 

〔単位：％〕 

省令に基づく点検の実施率【累計】 

平成２８年度 

実績値 
59 

平成２９年度 

実績値 
79 

平成３０年度 

目標値 
100 

※管理施設数に対する平成２６年１２月末時点を基準とした当該年度までの点検数の比率です。 
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（１）平成２９年度の取組み 

省令で定められた５年に１回の頻度で点検するトンネル等について計画している詳細点検を着実に実

施しており、その実施状況を公表しています。 

平成２９年度に詳細点検が完了した構造物の健全性の診断の結果、緊急措置段階である診断結果

Ⅳの構造物はありませんでした。なお、早期措置段階である診断結果Ⅲについて、引き続き計画的に補

修を実施していきます。 

 

 

■点検頻度 

区分 点検種別 作業水準 

土木点検 日常点検 4 日以上/２週（交通量 25,000 台/日未満） 

5 日以上/２週（交通量 50,000 台/日未満） 

6 日以上/２週（交通量 80,000 台/日未満） 

7 日以上/２週（交通量 80,000 台/日以上） 

基本点検 1 回以上/年 

詳細点検 １回以上/５年 

施設点検 日常機能点検 1(回/1･3 ヶ月) 

定期機能点検 1(回/6･12 ヶ月) 

構造点検 施設 

設備 

1(回/5 年)【橋梁部・トンネル以外】 

1(回/3 年～5 年)【橋梁部・トンネル】 

※10 年経過以降は 1 回/3 年 

建物 1(回/1 年) 

 

 

■点検の計画と実施状況 

※点検の計画及び実施状況に記載の数量については、平成３０年３月末時点の値です。 

※「Ｈ２６～Ｈ３０」の欄は、平成２６年度～平成２９年度は実績値、平成３０年度は計画値の合計を示します。 
 

 

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

橋梁 橋 5,718 507 501 1,016 1,091 1,450 1,278 1,484 1,498 1,234 5,602

トンネル チューブ 412 2 2 71 100 93 110 103 103 74 389

シェッド 基 10 0 0 1 1 1 1 7 5 3 10

大型カルバート 基 949 79 78 152 148 267 263 250 259 197 945

歩道橋 基 15 0 0 0 1 4 3 5 5 3 12

門型標識等 基 1,517 249 261 429 383 219 265 223 264 303 1,476

H30
計画

H26～H30構造物名 単位 管理数量
H26 H27 H28 H29
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■点検に基づく健全性の診断 

  ※点検の計画及び実施状況に記載の数量については、平成３０年３月末時点の値です。 

 

 

 
【平成２６～２９年度に点検が完了した構造物の健全性の診断結果】 

 

 

＜健全性の診断結果の区分＞ 

区  分 状  態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず

ることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に

措置を講ずべき状態。 

※トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成二十六年国土交通省告示第四百二十六号） 
 

6%

7%

43%

16%

11%

71%

19%

80%

67%

43%

78%

89%

27%

70%

14%

25%

14%

5%

0%

2%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

橋梁

トンネル

シェッド

大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ

歩道橋

門型標識等

全体

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁 橋 5,718 501 16 406 79 0 1,091 65 873 153 0 1,278 74 1,053 151 0 1,498 98 1,160 240 0

トンネル チューブ 412 2 1 1 0 0 100 0 60 40 0 110 21 72 17 0 103 1 79 23 0

シェッド 基 10 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 5 3 2 0 0

大型カルバート 基 949 78 5 73 0 0 148 25 110 13 0 263 76 173 14 0 259 15 230 14 0

歩道橋 基 15 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 3 0 3 0 0 5 1 4 0 0

門型標識等 基 1,517 261 192 61 8 0 383 267 112 4 0 265 170 88 7 0 264 206 55 3 0

構造物名 単位 管理数量

H26年度点検結果 H27年度点検結果 H28年度点検結果 H29年度点検結果
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■点検の実施状況 

（２）今後の取組み 

引き続き、計画的に点検を実施していきます。 

具体的には、道路、河川、鉄道等の重要交差箇所における関係機関との協議調整を計画的に実施す

るとともに、点検の高度化の検証を進めながら、点検の円滑な進捗を図ります。 

 

■中期目標設定の考え方 

省令で定められた５年に１回の頻度で点検するトンネル等についての点検計画に基づき、平成３０

年度の目標値を設定しています。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

省令で定められた５年に１回の頻度で点検するトンネル等についての点検計画に基づき、平成３０

年度の目標値を設定しています。 

  

【橋梁における点検実施状況】 【トンネルにおける点検実施状況】 
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２２．修繕着手済橋梁数、２４．修繕着手済トンネル数、２６．修繕着手済道路付属物等数 

道路構造物等の変状を早期に発見し、迅速で適切な措置を行い、長期的に良好な状態を保つため、

健全性の診断により早期措置段階Ⅲとされた構造物や、その他の機能面への影響が非常に高いと判断

され、速やかな対策が必要な変状については、修繕計画を策定し、早期に修繕を行っています。 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】修繕着手済橋梁数 

〔単位：橋〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに判定

区分Ⅲ、Ⅳと診断された橋梁のうち、当該年度ま

でに修繕（設計を含む）に着手した橋梁数※ 

 

下段の（）内は、要修繕橋梁数 

〔単位：橋〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに点検

し、判定区分Ⅲ、Ⅳと診断された橋梁数 

平成２８年度 

実績値 

32 

（232） 

平成２９年度 

実績値 

116 

（383） 

平成３０年度 

目標値 

157 

（623） 

【アウトカム指標】修繕着手済トンネル数 

〔単位：箇所〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに判定

区分Ⅲ、Ⅳと診断されたトンネルのうち、当該年度

までに修繕（設計を含む）に着手したトンネル数※ 

 

下段の（）内は、要修修繕トンネル数 

〔単位：箇所〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに点検

し、判定区分Ⅲ、Ⅳと診断されたトンネル数 

平成２８年度 

実績値 

10 

（40） 

平成２９年度 

実績値 

33 

（57） 

平成３０年度 

目標値 

49 

（80） 

【アウトカム指標】修繕着手済道路附属物等数 

〔単位：施設〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに判定

区分Ⅲ、Ⅳと診断された道路附属物等のうち、当

該年度までに修繕（設計を含む）に着手した道路

附属物等数※ 

 

下段の（）内は、要修修繕トンネル数 

〔単位：箇所〕 

平成２６年度から当該年度の前年度までに点検

し、判定区分Ⅲ、Ⅳと診断された道路付属物等数 

平成２８年度 

実績値 

7 

（26） 

平成２９年度 

実績値 

18 

（47） 

平成３０年度 

目標値 

27 

（64） 

※平成２６年７月より施行されたトンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成２６年国土交通省 
告示第４２６号）に基づき橋梁毎に総合的に健全性が診断された橋梁。 

※修繕（設計を含む）に着手または完了したもの。 
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（１）平成２９年度の取組み 

省令に定められるトンネル等の健全性の診断結果Ⅲとされた構造物のうち、平成２９年度は５５施設の

修繕を行い、その他の構造物についても修繕計画を策定しました。 

また、省令に定められるトンネル等の健全性によらず、その他の局所的あるいは部分的な変状で、機能

面への影響が非常に高いと判断され、速やかな対策が必要な変状については、いずれも平成２９年度中

に対応を完了しています。 

 

■平成 26 年 7 月以降の詳細点検により診断結果Ⅲとされた構造物の補修状況及び計画 

※平成 26、27、28、29 年度は修繕を完了した構造物の数量を記載しています。 

 

 

点検
年度

構造物名 単位
診断区分

Ⅲ
施設数

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

H31
年度

H32
年度

H33
年度

H34
年度

合計

橋梁 橋 79 0 14 4 17 22 22 0 0 0 79

トンネル チューブ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

シェッド 基 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

大型カルバート 基 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歩道橋 基 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

門型標識等 基 8 1 2 1 2 2 0 0 0 0 8

橋梁 橋 153 - 2 9 13 37 49 43 0 0 153

トンネル チューブ 40 - 4 6 13 10 5 2 0 0 40

シェッド 基 1 - 0 0 0 0 1 0 0 0 1

大型カルバート 基 13 - 0 0 0 0 0 13 0 0 13

歩道橋 基 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0

門型標識等 基 4 - 2 1 0 1 0 0 0 0 4

橋梁 橋 151 - - 0 1 11 16 67 56 0 151

トンネル チューブ 17 - - 2 3 9 2 0 1 0 17

シェッド 基 0 - - 0 0 0 0 0 0 0 0

大型カルバート 基 14 - - 0 2 6 2 4 0 0 14

歩道橋 基 0 - - 0 0 0 0 0 0 0 0

門型標識等 基 7 - - 1 1 4 0 1 0 0 7

橋梁 橋 240 - - - 2 4 0 22 121 91 240

トンネル チューブ 23 - - - 0 2 0 3 5 13 23

シェッド 基 0 - - - 0 0 0 0 0 0 0

大型カルバート 基 14 - - - 0 0 2 2 2 8 14

歩道橋 基 0 - - - 0 0 0 0 0 0 0

門型標識等 基 3 - - - 1 0 2 0 0 0 3

H26年度

H27年度

H28年度

H29年度
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■機能面への影響が非常に高いと判断され、速やかな対策が必要な変状の措置状況 

 ①土木点検による変状と措置状況 

作業水準 
平成２８年度末 

残存変状数 

平成２９年度 平成２９年度末 

残存変状数 変状発見数 措置件数 

緊急対応が必要な変状※ ０箇所 １３５箇所 １３５箇所 ０箇所 

※道路橋、トンネル、シェッド・大型カルバート、横断歩道橋、門型標識を対象 
※：点検の結果、AA（変状が著しく、機能面への影響が非常に高いと判断され、速やかな対策が必要 

な場合）と判定された変状の内、特に緊急対応を要するもの。 
 

②施設点検による変状と措置状況  

作業水準 
平成２８年度末 

残存変状数 

平成２９年度 平成２９年度末 

残存変状数 変状発見数 措置件数 

緊急対応が必要な変状※ ０箇所 ９２箇所 ９２箇所 ０箇所 

※倒壊や落下により、建築限界を侵す施設に関する道路付属物を対象（道路照明、トンネル照明、トン 
ネル換気等） 

※：点検の結果、AA（変状が著しく、機能面への影響が非常に高いと判断され、速やかな対策が必要 
な場合）と判定された変状の内、特に緊急対応を要するもの。 

 

 

【診断結果Ⅲとされた構造物の修繕事例（橋梁床版コンクリートの補修）】 

【速やかな対策が必要な変状の措置事例（排水管の変状）】 
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（２）今後の取組み 

点検等の結果を踏まえ、優先順位付けを行い、工法等の措置方法を選定の上、策定した修繕計画の

円滑な進捗を図ります。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

点検等の結果を踏まえ、優先順位付けを行い、工法等の措置方法を選定の上、策定した修繕計

画に基づき、平成３０年度の目標値を設定しています。 

  

【速やかな対策が必要な変状の措置事例（道路照明灯具の腐食）】 
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２７．橋梁の耐震補強完了率 

大規模地震の発生確率等を踏まえ、これまで実施してきた落橋・倒壊の防止対策に加え、路面に大き

な段差が生じないよう、大規模地震時においても橋としての機能を速やかに回復させることを目指す対策

を実施します。 

また、熊本地震で落橋したロッキング橋脚を有する橋梁は、熊本地震（前震と本震の２度の大きな地震）

の被災状況と構造の特殊性からこれまでの対策では不十分で落橋の可能性が否定できないことが確認さ

れたことから、耐震補強を推進しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】橋梁の耐震補強完了率 

〔単位：％〕 

橋長１５ｍ以上の橋梁に占める耐震性能２※を満

足する橋梁の割合 

 

平成２８年度 

実績値 
88 

平成２９年度 

実績値 
88 

平成３０年度 

目標値 
89 

※兵庫県南部地震と同程度の地震においても軽微な損傷に留まり、速やかな機能回復が可能な耐震対策が 
完了した橋梁の割合。 

※中期目標の年次は平成３３年度とし、全ての対策重点地域で耐震補強を完了することとする。また、平成３ 
８年度までに全国で耐震補強の完了を目指すこととする。 

    ※全国地震予測地図２０１６年版（地震調査研究推進本部）で示されている首都直下地震や南海トラフ巨大

地震等、今後３０年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率が２６％以上の地域 

（１）平成２９年度の取組み 

耐震補強の実施が必要となる橋梁の調査・設計等を進め、ロッキング橋脚を有する１１９橋について設

計を完了させており、工事に順次着手しました。 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、橋梁個別の耐震設計及び関係機関との協議等を行い、計画的に対策を実施していきます。 

具体的には、平成３３年度までに、対策重点地域（全国地震動予測地図２０１６年版（地震調査研究

推進本部）で示されている首都直下地震や南海トラフ巨大地震等、今後３０年間に震度６弱以上の揺れ

に見舞われる確率が２６％以上の地域）で対策を完了し、その他の地域では平成３８年度までに対策の完

了を目指すこととしています。 

また、ロッキング橋脚を有する橋梁については、平成３１年度までに対策の完了を目指すこととしていま

す。 
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２８．一般道から SA 等への歩行者出入口設置数 

当社では、休憩施設（SA・PA）を高速道路ご利用のお客さまだけではなく、地域の皆さまにより多くご利

用いただけるよう、一般道側からのお客さまを受け入れる出入口（ぷらっとパーク）を順次整備しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】一般道から SA 等への歩行者出入口設置数 

〔単位：箇所〕 

一般道から SA 等への歩行者出入口が設置されている 

商業施設等の数 

平成２８年度 

実績値 
１２６ 

平成２９年度 

実績値 
１２７ 

平成３０年度 

目標値 
１２９ 

中期目標値 １３３ 

 

（１）平成２９年度の取組み内容 

民営化直後から平成２８年度までに１２６箇所のぷらっ

とパークの整備を順次進め、平成２９年度においても、エリ

ア移転に伴う商業施設の新規整備と併せた設置の検討

を行い、新たに１箇所の整備を行いました。（東名 駒門

PA㊦） 

 

 

 

（２）今後の取組み 

平成３０年度は新名神 鈴鹿ＰＡ（集約）、東名 富士川ＳＡ㊦で出入口を設置する予定です。 

なお、現在設置可能なエリアについては整備を完了していますが、引き続き、未設置エリアについては

以下の取組みを継続的に実施します。 

 

 営業中エリア：エリア周辺開発状況の確認 

             地域の方のご利用可能性の調査 

             出入口設置に係る課題の整理・解消 

 新規エリア ：商業施設の新規整備と連動した出入口設置の検討 

 

 

■中期目標設定の考え方 

新規エリアにおいて、商業施設の新規整備と連動してぷらっとパークを新設します。また、既存エリ

【東名 駒門 PA㊦ぷらっとパーク】 
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アにおいて、出入口設置にかかる課題が解消となる見込みのあるエリアにおいて、ぷらっとパークを新

設します。 

    （中期目標： ６箇所に新規設置【新名神 鈴鹿 PA（集約）、東名 富士川 SA㊦、新東名 秦野Ｓ

Ａ㊤㊦、小山ＰＡ㊤㊦】） 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標設定の考え方と同様にぷらっとパークを新設していきます。 

    （平成３０年度： ２箇所に新規設置【新名神 鈴鹿 PA（集約）、東名 富士川 SA㊦】） 
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２９．占用件数、３０．道路占用による収入、３１．入札占用件数 

地域活性化への貢献のため、占用許可手続きを適切に実施します。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】占用件数 

〔単位：件〕 

道路占用件数 

平成２８年度 

実績値 
3,914 

平成２９年度 

実績値 
4,016 

平成３０年度 

目標値 
3,920 

中期目標値 3,920 

【アウトカム指標】道路占用による収入 

〔単位：百万円〕 

道路占用による収入 

平成２８年度 

実績値 
173 

平成２９年度 

実績値 
187 

平成３０年度 

目標値 
180 

中期目標値 180 

【アウトカム指標】入札占用件数 

〔単位：件〕 

入札占用制度による占用件数 

平成２８年度 

実績値 
0 

平成２９年度 

実績値 
2 

平成３０年度 

目標値 
1 

中期目標値 
4 

（累積値） 

（１）平成２９年度の取組み 

地方公共団体や民間団体が行う占用許可申請について、当社は機構との間で締結している事務委託

契約等に基づき、適切に対応しており、占用件数及び機構に帰属する収入は共に増加しています。 

また、中央自動車道において、当社管内で初となる入札占用を２件実施しました。 
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 ■占用状況の推移 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

占用件数 

〔単位：件〕 
3,816 3,914 4,016 

道路占用による収入 

〔単位：百万円〕 
240 173 187 

入札占用件数 

〔単位：件〕 
0 0 2 

 

【高架下占用の事例】 

（２）今後の取組み 

引き続き、事務委託契約等に基づき、適切に対応してまいります。 

 

■中期目標設定の考え方 

占用許可申請や更新・廃止の手続きの主体となる地方公共団体や民間団体の動向に影響され

るものですが、目標について、占用件数・占用料収入については、直近３年間の平均値を踏まえて、

入札占用件数については、年間 1 件を実施することを目指し、平成３０年度から平成３３年度までの

累積値を目標として設定しています。  

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標設定と同様に目標を設定しています。  

 

  

駐車場、放置自転車保管所 駐車場 
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３２．SA・PA の地元利用日数 

当社では、SA・PA が地域連携の拠点となり、地域の皆さまにより多くご利用いただけるようなさまざまな

取組みを実施しています。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】SA・PA の地元利用日数 

〔単位：日〕 

地元が販売・イベント等により SA・PA を利用した延べ日数 

平成２８年度 

実績値 
1,784 

平成２９年度 

実績値 
2,083 

平成３０年度 

目標値 
2,100 

中期目標値 8,400 

 

■これまでの主な取組み状況 

 地域の皆さまにご利用いただけるイベントスペースの整備や、地域の魅力を発信することがで

きる情報発信スペースなどの整備を実施 

例）新東名 浜松 SA㊤㊦ ミュージックスポットなど 

 周辺自治体を中心とした地域へのイベント活用等の誘いや営業活動を強化し、より多くの皆さ

まにエリアを活用いただけることを PR 

 地方自治体からの道路占用許可申請により、休憩施設の高速道路区域を活用した地域の

魅力を発信する観光ＰＲイベントを実施 

例）東海北陸道 松ノ木ＰＡ㊤ 

 警察、地方自治体による交通安全キャンペーンを各ＳＡ・ＰＡで実施 

（１）平成２９年度の取組み 

引き続きこれまでの取組みを継続しつつ、平成２９年度には関係自治体等への営業活動の強化などの

取組みを実施しました。 

 

■平成２９年度の主な取組み事例 

 近隣以外の自治体と連携したＰＲイベントの開催（新東名 岡崎ＳＡ（集約）） 

エリア近接ではない三重県伊賀市や福井県などと連携し、愛知県内の岡崎ＳＡで遠方の自治

体のＰＲイベントを開催 

   交通安全啓発活動（中央道 談合坂 SA） 

    近隣のこども園・保育所等の協力を得て、ぬり絵の展示による交通安全啓発活動を実施。 

 こども園・保育所と調整し、展示期間を増加 
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【交通安全啓発活動 ぬり絵の展示（談合坂ＳＡ）】 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、更なる地元利用に向けて、地元関係機関等と調整を実施していきます。 

 

■中期目標設定の考え方 

引き続きサービスエリア・パーキングエリアが地域連携の拠点となり、地域の皆さまにより多くご利用

いただけるよう、目標の設定においては直近実績を上回ることととし、平成３０年度から平成３３年度

までの累積値を目標として設定しました。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

中期目標設定と同様により多くご利用頂けるよう、目標の設定においては過年度実績を上回る日

数としました。 

  

【三重県伊賀市ＰＲイベント（岡崎ＳＡ）】 
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３３．インセンティブ助成 認定件数、３４．インセンティブ助成 交付件数、３５．インセンティブ助

成 交付額 

高速道路の新設・改築、修繕または特定更新等工事に関して、早期にかつ出来るだけ少ない国民負

担のもとで事業を推進するために、現場での創意工夫や新技術・新工法の開発・採用に取り組んでいま

す。 

 

■アウトカム指標 

【アウトカム指標】インセンティブ助成 

〔単位：件又は百万円〕 

新設・改築、修繕、更新等でのインセン

ティブ助成 

認定件数 

〔単位：件〕 

平成２８年度 

実績値 
１３ 

平成２９年度 

実績値 
５ 

平成３０年度 

目標値 
１ 

中期目標値 
４ 

（累積値） 

交付件数 

〔単位：件〕 

平成２８年度 

実績値 
０ 

平成２９年度 

実績値 
１ 

交付額 

〔単位：百万円〕 

平成２８年度 

実績値 
０ 

平成２９年度 

実績値 
３８ 

※インセンティブ助成とは、高速道路会社の経営努力による高速道路の新設・改築、修繕または特定更

新等工事の工事費用の縮減を助長するために、高速道路機構が高速道路会社を助成する制度。 

（１）平成２９年度の取組み 

平成２９年度には、以下のコスト削減の取組みについてインセンティブ助成認定を受けました。 

  ①地権者、関係機関などへの提案及び協議：０件 

  ②現場特有の状況に対するための創意工夫：全４件 

  ③国内の道路事業において実績のない新たな新技術の採用：全 1 件 

  ④国内の道路事業において実績のある技術を改良した技術の採用：０件 

  ⑤早期供用：０件 

 

（２）今後の取組み 

引き続き、新技術・新工法の開発、現場での創意工夫等による積極的なコスト削減、事業完了後の速
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やかな交付申請を行っていきます。 

 

■平成３０年度の目標設定の考え方 

新技術・新工法の開発・採用、現場での創意工夫による積極的なコスト削減を実施するため、今

年度の工事内容・計画等を踏まえ、目標を設定しています。 

 

■中期目標値の考え方 

新技術・新工法の開発・採用、現場での創意工夫による積極的なコスト削減を実施するため、次

年度以降の工事内容・計画等を踏まえ、年間１件以上を目指し、平成３０年度から平成３３年度まで

の累積値を目標として設定しています。 
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